
          法政大学  
 

         第１８回ＦＤワークショップ 
 

 大学のパラダイムシフトを見据えて 

  -少子高齢化を生き抜く『長期ビジョン   

       HOSEI2030』を職員として支えるには- 

 

【第1部】FDワークショップ（学内教職員対象）  

 

◆開会挨拶（13:30～13:35） 

 教育開発支援機構FD推進センター長 竹口 圭輔 

  

◆基調講演（13:35～14:35） 

 大学淘汰の時代に求められる大学職員像とは（仮題） 

 桜美林大学大学院大学アドミニストレーション研究科教授 山本 眞一氏 

 

◆話題提供（14:40～15:10） 

 『長期ビジョンHOSEI2030』について（仮題） 

   常務理事（学務部副担当） 近藤 清之 

  

◆質疑応答（15:10～15:30） 

  

【第2部】学務部職員研修会（学内職員対象） 
 

◆全員参加によるグループディスカッション（15:40～16:35） 

   

◆発表・講評（16:35～16:55）   

 

◆閉会挨拶（16:55～17:00） 

   教育支援統括本部長・学務部長 平山 喜雄 

 

  情報交換会 
 

◆開会挨拶 教育支援本部担当常務理事 廣瀬 克哉 

日時：2017年9月5日(火)13：30～17：00 

場所：市ケ谷キャンパス外濠校舎４階S４０7教室    

学務部・人事部共催≪学内教職員向け≫ 

◆学務部所属の職員以外で申込を希望する方は、  
 以下のURLにアクセスし、指定の申込フォーム  
 にてお申込みください。 
◆職員の方につきましては、お申込み前に必ず 
 所属長の許可を得てから、お申込みください。 
 

https://www.event-u.jp/fm/10797     
 

申込締切：2017年8月29日（火） 
   

 
※定員になり次第締め切ります。 
  個人情報は厳重に管理し、イベント開催通知以外 
  の目的で使用いたしません。 

申込方法  

 少子高齢化が進む日本では、2018年に18歳人口の減少が一気に加速して4割の大学が定員割れを起こす、
いわゆる「2018年問題」が論じられています。また、2030年には少子高齢化が更に進行し、65歳以上の人
口が3割に達する一方、生産年齢人口は総人口の約58％にまで減少し、日本の社会構造や経済状況が激変
すると言われています。このような状況は、当然ながら大学運営にも大きな影響を及ぼすと見込まれてい
ます。 
 法政大学がこのような大きな社会的変化と大学淘汰の時代を乗り切るために、大学職員に求められる役
割も当然変わっていきます。本ワークショップでは、これまでの日本の大学を取り巻く状況や高等教育政
策、今後の見通しを概観的に学ぶとともに、それを乗り切るために法政大学が打ち出した長期ビジョンを
確認し、これからの大学職員が何をすべきかを考えていきます。 

＜問合せ先＞ 
法政大学 教育開発支援機構  
ＦＤ推進センター  
TEL：03-3264-9040 
E-mail：kyoiku@hosei.ac.jp  

参加費無料 


